
広報

市指定文化財である旧楠本正隆屋敷が、

約1年間の修復工事を終わり、 10月1日から

一般に公開され、市内外からの見学者でに

ぎわっています。

楠本正隆は、大村藩を討幕に導いた中心

人物の一人で、新潟県令(知事)、東京府

知事、衆議院議長などを歴任しました。こ

の屋敷は明治3年に、正隆によって建てら

れたもので、大村を代表する武家屋敷です。

庭園の紅葉もそろそろ色づき始めています。

問 符 1113-5
Na 7778 



第
市
代
目
の
市
長高木選挙管理委員会委員長から当選証書

を受ける甲斐田市長

市
長
辞
職
に
伴
な
う
大
村
市
長

選
挙
が
、
日
月
日
日
間
市
内
お
の

投
票
所
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
票
も
即
日
行
わ
れ
、
甲
斐
田

国
彦
氏
が
日
代
目
の
市
長
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
甲
斐
田
新
市
長
は
翌

刀
日
市
職
員
に
迎
え
ら
れ
初
登
庁
、

高
木
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か

ら
当
選
証
書
を
付
与
さ
れ
、
就
任

式
で
は
、
職
員
を
前
に
「
市
政
の

発
展
の
た
め
に
は
、
市
民
の
声
を

よ
く
聞
き
、
こ
れ
を
市
政
に
反
映

さ
せ
た
い
。
職
員
皆
さ
ん
も
意
欲

を
持
っ
て
取
り
組
み
、
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
、

甲
斐
田
新
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

( ') 

ヒ)

2 

市職員からの出迎えを受け初登庁

就任あいさつで職員を前に今後の市政へ

の取り組みを述べました D
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(1 

い
よ
い
よ
分
譲
開
始
f

大
村
市
土
地
開
発
公
社
が
進
め
て
い
ま
し
た
分
譲
住
宅
地
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
一
般
公
募
い
た
し
ま
す
。

現地見取図

現
地
見
学
会

日寺真月
間間

午 11
前 月
10 12 
時日
j 仕j
午-
f麦 13
4 日
目寺 (日)

盤
受
付
期
間

口
月
比
日
開
j

n
日

ω(士
・

日
曜
日
は
除
き
ま
す
)

時

間

午

前
9
時
j
午
後
5
時

場
所
市
役
所
第
7
会
議
室

※
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
日
月

日
日
幽
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
市
土
地
開
発

公
社
(
宮

@
3
6
5
1
)

シーサイドよざき

久原 2丁目地内

全80区画 (うち 1区画は商業用

地、 l区画を市の公共事業など

による居宅の収用予定者用地と

します)

住居地域

大村市

都市ガス

・契約日から 2年以内に建物着

工、 3年以内に居住完了

・別に定める建築協定を守って

ください。

-シーサイドよさきの概要

称

地

数
在

画

名

所

区

用途区分

上下水道

ガス

条件など

地方拠点都市文化推進事業

「
酉小路排水路(大村部隊演習場東俣IJ)

下水道工事のため

「通行止め」
芸術文化に関心を持たせ、感性豊かな子供を育てるため

に、子供が楽しめる舞台芸術を鑑賞する機会を提供します O

します

水道部 (ft@llll)

時

場 所

入場料

異常渇水です/

「節水」にご協力〈ださい

日

大村部隊演習場東側の西小路排水路約 30 
Omの改修工事を実施します。

この工事に伴い隣接する市道の車両通行止

めを行います。

工事期間中は、大変ご迷惑をおかけします

が、皆さんのご理解とご協力をよろしくお願

いします。

期間 11月 1日~平成 7年 3月下旬(予定)

問い合わせ 下水道建設課

-只ー



国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
ヘ

国
民
健
康
保
険
が
変
わ
り
ま
し
た

今
般
の
医
療
保
険
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
日
月
1
日
か
ら
、
国
民

健
康
保
険
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
し
た
。

入
院
中
の
食
事
代
に
つ
い
て
、

患
者
の
負
担
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
口

負
担
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

②

一
般
の
人
:
:
:
1
日
6
0
0
円

@
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等
の

人・
...
...
...
.
 
・・・・・・
・1
日
4
5
0
円

⑨
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等
の

人
で
入
院
日
数
が
卯
日
を
超
え
て

い
る
場
合
・・:
・・:
・1
日
3
0
0
円

③
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等
の

人
で
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て

いる場合・・・・・・・・・
1
日
2
0
0
円

め
局
②
に
該
当
さ
れ
る
人
で
入

院
さ
れ
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
必

要
で
す
の
で
、
市
役
所
保
険
年
金

課
お
よ
び
福
祉
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

今
月
は
、

8
月
に
か
か
っ
た
医

療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課

保
険
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

第 3回

家
族
連
れ
な
ど
で
い
っ
ぱ
い

舗
援
-

-'L ，で 瑠園田圏直F ーi
織的健康・福祉審つu言震

応 -
じ福
たキ止
市 ま
民つ
のり
健は

き占
く歯令

-司令
り
、
福
祉
へ
の
意
識
を
高
め
よ
う

と
2
年
前
か
ら
印
月
山
日
(
体
育

の
日
)
に
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

市
コ
ミ
セ
ン
会
場
お
よ
び
そ
の

周
辺
を
会
場
に
、
市
や
保
健
所
を

は
じ
め
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設

お
よ
び
団
体
、
婦
人
会
な
ど

ω団

体
が
参
加
。
健
康
長
寿
・
書
道
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
や
歯
科
相
談
、

臨
床
検
査
、
食
生
活
改
善
、
保
険

年
金
、
看
護
実
演
な
ど
い
ろ
ん
な

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
大
勢
の
人
が
訪

不
燃
ご
み
集
積
所
が

泣
い
て
い
ま
す

現
在
、
市
内
に
は
不
燃
ご
み
集

積
所
が
4
6
4
か
所
あ
り
ま
す
が
、

い
ま
だ

「可
燃
ご
み
」
と
「
不
燃

ご
み
」
と
の
混
合
が
多
い
よ
う
で

ダ

す
。
こ
の
よ
う
な
混
合
物
は
収
集

い
た
し
ま
せ
ん
。

出
す
前
に
も
う
一
度
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

-
医
療
廃
棄
物
は
集
積
所
に
出
せ

ま
せ
ん
の
で
、
直
接
、
医
療
機
関

に
も
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

-
ペ
ッ
ト
の
糞
ま
じ
り
の
砂
は
、

直
接
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
最
近
、
ご
み
が
全
般
的
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
ご
み

の
減
量
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
課

ま
た
、
体
力
増
進
を
図
ろ
う
と

市
営
陸
上
競
技
場
や
市
民
体
育
館

な
ど
で
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

.

今
回
は
、
堆
肥
化
容
器
(
コ
ン

一ポ
ス
ト
)
の
据
方
を
勉
強
し
ま
し
ょ

で
つ
。

一①
場
所
選
び

…

南
側
で
日
当
た
り
・
排
水
・
風

一通
し
の
良
い
所
(
腐
り
や
す
く
に

一お
い
の
こ
も
ら
な
い
)
を
選
ぴ
ま

一し
よ
う
。

京
ψ
容
器
の
設
置

一・
水
は
け
の
た
め
に
ま
ず
、
穴
を

一掘
り
ま
し
ょ
う
口

…・
空
気
の
出
入
口
を
作
り
ま
し
ょ

7
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J
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y
r
~

ル、
A
U
/

回
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一

JI
λ
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佳

ん

行
パ
メ
ケ
ケ
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4
J

一③
さ
あ
、
台
所
ゴ
ミ
な
ど
を
入
れ

一ま
し
ょ
う

D

一

台
所
ゴ
ミ
を
中
心
に
良
く
水
切

…り
し
た
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
堆

一肥
の
原
料
に
な
り
ま
す
。

一・
台
所
ゴ
ミ

野
菜
く
ず

・
お
茶
が
ら

・コ
ー

一ヒ
I
か
す
・
残
飯

・
魚
の
あ
ら
・

一流
し
の
残
り
か
す
な
ど
堆
肥
の
主

一役
と
な
り
ま
す
。

一A

・
雑
草

一

雑
草
も
堆
肥
の
原
料
と
し
て
最
一

高
で
、
少
し
乾
燥
し
て
使
え
ば
、

一

台
所
ゴ
ミ
の
水
分
調
整
に
も
な
り
一

ま
す
。

一

・
落
葉
・
暫
定
屑

一

焼
い
た
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
ず
、

一

特
に
努
定
屑
は
、
細
か
く
切
っ
て
一

使
っ
て
く
だ
さ
い
。

.

④
土
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

一

台
所
ゴ
ミ
が

m
m位
に
な
っ
た
一

ら
乾
燥
し
た
土
を
1
佃
位
入
れ
ま
…

し
よ
う
。
土
は
、
ウ
ジ
・
ハ
エ
の
一

発
生
を
防
ぎ
ま
す
。
(
乾
い
た
土
一

で
は
ハ
エ
の
卵
は
か
え
り
ま
せ
ん
)
一

⑤
切
り
返
し
で
空
気
を
補
給

一

1
週
間
に
2
j
3
回
位
、
切
り
一

返
し
を
し
ま
し
ょ
う
。
微
生
物
の
一

活
動
を
盛
ん
に
し
、
分
解
が
早
く
…

な
り
ま
す。

引
き
続
き
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
と
一

空
き
缶
圧
縮
機
「
く
う
か
ん
鳥
」

一

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
課

.

生
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

《を
騒館
開》

waB思
d
v 戸
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大
村
の
文
化
財

大
切
に
し
た
い
歴
史
の
ま
ち

日
文
化
財
保
護
強
調
週
間
刊
月
1
日
j

7
日
H

私
た
ち
の
ま
ち
大
村
に
は
、
歴
史
を
語

る
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
、
私
た
ち
は
愛
護
し
災
害
な

ど
か
ら
守
り
、
後
世
ヘ
伝
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
文
化
財

ez落事問2・
オオムラザ、クラ・イチイガシ

原生林

旧円融寺庭園

オオムラザクラ

-~理・今富キリシタン墓碑・五教

館御成門・大村藩お船蔵跡

笹重量IIIJI

軍亙盟理盟理
黒丸踊・寿古踊・沖田踊など

これらは、国や県の文化財指定を受けています。その

ほか、まだ多くの史跡などが方々にあります。

問い合わせ文化課

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る

H
税
を
知
る
週
間
刊
月
刊
日
;
げ
日
H

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
私
た
ち
の
身
近
な
暮

ら
し
を
見
回
し
て
み
て
も
、
社
会

福
祉
の
充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整

備
、
教
育
の
振
興
な
ど
、
そ
の
活

動
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。

税
は
こ
の
よ
う
に
、
国
や
地
方

公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の
大

切
な
財
産
で
あ
り
、
私
た
ち
が
生

活
の
向
上
と
安
定
を
願
う
限
り
ど

う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
共
同
生
活
を
維
持
す
る
た

め
の
い
わ
ば
会
費
で
あ
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
に
そ
の
し
く
み
や
使
い
み
ち
を

十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ

今
日
、
私
た
ち
の
回
り
で
は
、

土
地
の
境
界
を
め
ぐ
る
紛
争
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
、
不
動
産
登

記
法
施
行
細
則
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
登
記
所
に
提
出
す
る
土
地
の

図
面
(
地
積
測
量
図
)
に
は
、
土

地
の
現
地
特
定
能
力
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
た
め
に
境
界
標
(
境
界
標

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

"
"
命
"

、、1

境
界
が
わ
か
る
よ
う
に
、
近
く
の

恒
久
的
地
物
か
ら
筆
界
点
の
位
置

関
係
)
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

土
地
の
境
界
に
境
界
標
な
ど
を

設
置
し
て
お
け
ば
、
土
地
の
境
界

に
関
す
る
土
地
の
紛
争
を
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
設
置
さ
れ
た
境
界
標
は
、

土
地
所
有
者
自
身
で
管
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
な
く
な
ら
な

い
よ
う
大
切
に
管
理
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

。
長
崎
地
方
法
務
局
、
長
崎
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
(
宮

0
9
5
8

@
0
0
0
9
)
 

の
う
え
で
、
正
し
い
申
告
と
納
税

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
こ
の
週
間

を
設
け
、
期
間
中
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
諌
早
税
務
署
(
宮

@
1
3
7
0

総
務
課
)

犯
罪
捜
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
情
報
が
事
件
解
決
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ど
ん
な
さ
さ
い

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

-
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ

と
は
積
極
的
に
通
報
を
/

-
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
/

・
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
必
ず
届

け
出
を
/

・
「
事
件
か
な
?
」
と
思
っ
た
ら

迷
わ
ず
1
1
0
番
を
f

-
指
名
手
配
人
の
検
挙
に
ご
協
力

を

/

問
い
合
わ
せ
大
村
警
察
署
(
宮

@
0
1
1
0
)
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V家族連れなどでにぎわった

「空の日」フェスタ
(9/23・長崎空港)

広報おおむら

(9/25 .萱瀬小学校)

各中学校でも大運9月25日、さわやかな秋空の下、

動会が行われました。

ここ、萱瀬小学校では保育園、小学校、中学校合同

の大運動会が開催され、大きな歓声が響き渡っていま

した。

競技は小学5・6年生の100m走から始まり 、保育園児

の演技や中学生男子1.500m走に小学生女子も一緒に

参加し力走する姿に、必死の声援が送られました。

A赤い羽根ガ到着 (10/1長崎空港)

赤い羽根共同募金運動が全国一斉に始まっ

た10月1日、全日空機により「赤い羽根の第1
便Jが長崎空港に到着しました。

空港エプロンで行われた伝達式には、松藤

県生活福祉部長や田中助役、首藤社会福祉協

議会会長らが出席、鎌田さんと魚田さん2人の

スチュワーデス力、ら、厚生大臣、中央共同募

金会会長のメッセージが届けられた後、それ

ぞれの胸に赤い羽根がつけられました。

この共同募金、福祉施設や福祉団体などの

諸活動に広く役立っています。

砂交通jし-)し守って
ゲートボーjし
(9/30・市立病院跡地)

高齢者の斐通安全意識

の向上、実通事故を防止し

ようと、市斐通安全協会主

催の斐通安全ゲートボー

ル大会が9月30日、市立病

院跡地で行われました。

大会には、市内各地から

43チーム、約300人が参加o

講話や突通安全体操、~通安全宣言の後、競技開始。熱のこもった好
ブレーカt続出しました。

成績…①宮小路B②竹松岡好会B①弥勤寺、桜友会敢闘賞三城、若草A

企仲良く満50年 (10/7，市コミセン)

結婚50周年を迎えた夫婦を祝う金婚祝賀記念

式が10月7日、市コミセンで行われました。

今回、金婚式を迎えられたのは、 66組のご夫婦

です。皆さんは、戦中・戦後の激動の時代から半

世紀、共に励まし、助けあいながら今日の家庭を

築かれ地域発展に寄与されました。

市長職務代理者田中助役は、これまでの人生に

敬意を表するとともに「今後は高齢者の方々が安

心して生活できるような在宅福祉の充実を図り

たいJとあいさつし、 1組すつに祝賀状と記念品

を贈呈。高瀬富夫さん (岩松町)が、受賞者を代

表してお礼の言葉を述べられました。

正

国
h
p
第
旬
固
を
迎
え
た

コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

(叩
/
日
i
円
・市
コ
ミ
セ
ン
)

第
何
回
を
迎
え
た
コ
ミ
セ
ン
ま
つ

り
が
ゆ
月
内
白
か
ら

3
日
間
行
わ
れ
、

ゴ
ミ
セ
ン
を
利
用
す
る
各
グ
ル
ー
プ

が
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
数
や
活
動
内
容
も
多
種

多
様
化
し
、
現
在
ゴ
ミ
セ
ン
利
用
者

は
例
団
体
約

1
、
8
0
0人
。
合
唱
・

民
踊
・
健
康
体
操

・
タ
ン
ス
・

器
楽

演
奏
な
ど
に
よ
る
舞
台
発
表
の
部
や
、

陶
芸
・
書

・
写
真
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

な
ど
に
よ
る
展
示
発
表
の
部
、
バ
ザ
ー

な
ど
で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

大
村
混
声
合
唱
団
創
立
犯
周
年
記
念

翁
舗
副
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日
月
お
日
出
、
午
後
7
時

日
時

開
演

場

所

市

民
会
館

入
場
料

一
般
7
0
0
円
、
学
生

(小
中
高
生
)
5
0
0
円

曲
目

懐
か
し
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
、

九
州
の
民
謡
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
集
、

合
唱
組
曲
「
蔵
王
」

問
い
合
わ
せ

田
中
(
宮
@
0
2

8
8
)
 

地域社会の安全を脅かす

けん銃の回収にご協力を/
けん銃などの処分に

悩んでいる方はいませんか?
。警察に届けたら捕まってしまうのでは?

0家族や知人に迷惑をかけるのでは?

こんな心配は無用です

※画期的な法律改正により

刑の減免規定を適用

。今なら まだ間に合います.ノ

。大村警察署、交番、駐在所へご相談く

ださい。

地域社会の安全と平穏のために、けん銃

等に関する情報はささいなことでも警察

に届け出てください。秘密は厳守します。

けん銃提出&回収促進作戦推進中

大村警察署 (ft⑪o1 1 0) 

特
定
介
護
労
働
者
雇
用
助
成
金

制
度
、
か
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

こ
の
助
成
金
は
、
病
院
な
ど
に

お
け
る
看
護
・
介
護
労
働
力
の
確

保
を
す
る
た
め
に
、
従
来
か
ら
医

療
機
関
で
付
き
添
い
看
護
業
務
に

従
事
し
て
き
た
看
護
婦
・
准
看
護

.
婦
、
ま
た
は
家
政
婦
の
人
を
看
護

婦
・
家
政
婦
紹
介
所
を
通
じ
て
、

病
院
や
診
療
所
が
臨
時

・
短
期
的

に
看
護
職
員
と
し
て
雇
い
入
れ
た

場
合
に
、
事
業
主
へ
助
成
金
が
支

給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
財
介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー
(
長
崎
市
万
才
町
1
j

9
2
0
9
5
8
@
6
5
4
9
)
 

中
小
企
業
労
働
時
間
短
縮
促
進
特
別

奨
励
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
/

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

今
年
4
月
1
日
か
ら
週
刊
制
時
間

労
働
制
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を

内
容
と
す
る
改
正
労
働
基
準
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
を
中
心
と
す
る

一
部

の
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
9

年
3
月
訂
日
ま
で
の
問
、
週
刊
制
時

間
労
働
制
の
適
用
が
猶
予
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
所
に
つ
い
て
は

猶
予
期
間
中
で
き
る
だ
け
早
期
に

週
刊
制
時
間
労
働
制
へ
の
円
滑
な
移

行
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
び
、
労
働
時
間
短
縮
に

努
め
る
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た

め
に
創
設
さ
れ
た
時
短
奨
励
金
の

支
給
要
件
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
制
全
国
労
働
基
準

関
係
団
体
連
合
会
長
崎
県
支
部

(
宮

0
9
5
8
⑬
2
4
5
0
)

生
活
文
化
と
産
業
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

ド
イ
ツ

N
R
W
デ
ザ
イ
ン
展
と
シ
ン
ボ
ジ
ュ

I
ム

①
N
R
W
デ
ザ
イ
ン
展

日

時

日

月
刊
日
同
j

ロ
日
出

(
3
日
間
)
、
午
前
叩
時
j
午
後
5

時
(
日
日
は
正
午
j
午
後
5
時
)

入
場
無
料

②
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

日
時

日
月
山
日
閥
、
午
後
2
時

j
6
時

平
成

7
年
版

県
民
手
帳

ふ
る
さ
と
長
崎
県
の
情
報
が
い
っ

ぱ
い
の
便
利
な
手
帳
で
す
。

ぜ
ひ
ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

サ
イ
ズ

9
m
×
げ
佃

本
冊

1
2
6
ペ
ー
ジ
、
別
冊
資

受
講
料

1
万
5
、
0
0
0
円

(
テ
キ
ス
ト
、
懇
親
会
費
含
む
)

会
場

県
立
総
合
体
育
館
(
①
②

と
も
)

問
い
合
わ
せ

長
崎
日
独
産
業
交

流
協
会
(
宮
0
9
5
8
@
5
5
0

3
)
 

予
約
受
け
付
け

料
編
九
ペ
ー
ジ

定
価

4
5
0
円

申
込
期
限

日
月
初
日
制

申
込
先

企
画
調
整
課
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長崎空港管制塔横をメ

イン会場に9月23日催され

た「空の日」フ工スタ。県

内各地から訪れた家族連

れなどでにぎわいました。

この行事は、「空の旬間」

の記念行事として平成4年
から催されているもので、

イベント会場では、ミス大

村の山田史子さんへの-

日空港長の任命式をはじ ミ子

め、玖島中学校吹奏楽部の よごどでといんご『

演奏、おおむら太鼓連くじ

ら太鼓の披露などがあり、

普段入れない花文字山も

一般開放されました。

また、空港工ブロンでの

小型機やヘリゴブターの

展示や管制塔見学、体験航・

海、体験飛行などの多彩な

催しが行われました。



がんば・って

駅
伝
達
続
8
回
出
場

H
九
州
一
周
駅
伝
H

日
月
2
日
に
行
わ
れ
た

「平
戸

大
橋
ハ
l
フ
マ
ラ
ソ
ン
&
ウ
オ
ー

ク
弘
」
。
ハ
I
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部

一
般
男
子
で
優
勝
し
た
定
方
さ
ん

は
、
小
松
電
子
金
属
に
勤
務
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
本
格
的
に
長
距
離

を
始
め
た
の
は
高
校
生
に
な
っ
て

か
ら
だ
そ
、
つ
で
す
。

「高
校
生
の
時
、
石
橋
先
生
と
い

う
す
ば
ら
し
い
指
導
者
に
恵
ま
れ

ま
し
た
」
と
話
さ
れ
る
定
方
さ
ん
。

練
習
の
積
み
重
ね
の
結
果
、
早
く

も
実
力
を
発
揮
。
3
年
生
の
時
は

県
下
で
2
番
の
好
成
績
を
収
め
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
箱
根
駅
伝
と
学
生
時

代
か
ら
頭
角
を
表
し
、
卒
業
後
は

福
岡
代
表
と
し
て
6
年
連
続

「九

田
中
さ
ん
は
向
陽
高
校
の

2
年

生
、
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
「
全
国

防
犯
運
動
長
崎
県
大
会
」
防
犯
ポ

ス
タ
ー

(高
校
生
の
部
)
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

警
曇
重
唱
か
ム
〆
八
平
田
原
知
京
ス
タ
1

・

標
語
の
募
集
が
あ
り
、
服
飾
デ
ザ

イ
ン
科
の
生
徒
全
員
が
チ
ャ
レ
ン

一ン
。田

中
さ
ん
は
、
ポ
ス
タ
ー
課
題

の
中
か
ら
「
自
転
車
の
盗
難
防
止
」

を
描
き
ま
し
た
。

以
前
か
ら
絵
が
得
意
で
、
中
学

時
代
は
、
美
術
部
に
所
属
。
「石

膏
デ
ッ
サ
ン
を
よ
く
描
い
て
い
た
」

と
話
す
田
中
さ
ん
。

「
彼
女
は
面
倒
見
が
よ
く
、
好

き
な
こ
と
に
と
こ
と
ん
熱
中
す
る

平成 6年11月号広報おおむら

定
方
次
男
さ
ん

(木
場

1
丁
目

・
初
歳
)

全
国
防
犯
ポ
ス
タ
ー

H
最
優
秀
賞
を
受
賞
H

田
中
美
奈
さ
ん

(原
口
町

・
円
歳
)

~! . .. 

井手さん家族 (溝陸町)

し家族なかよ

右
か
ら
、
ナ
ツ
エ
さ
ん
制
、
隆
次
さ
ん
倒
、
紀
彰
く
ん
例
、

俊
暢
く
ん
同
、
い
つ
み
さ
ん
側
、
次
郎
さ
ん
同

() くぼ
く
の
家
は
、

6
人
家
族
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
朝
早
く
か
ら

泊
笹
木
に
で
か
け
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
た
く
さ
ん
野
菜
を
作
っ
て

い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
会
社
に
つ
と
め
て

い
て
、
お
母
さ
ん
は
か
ん
ご
ふ
で

す
。ぼ

く
と
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
は
、
長
生
き
し
て
ほ
し
い
で

す

口

(

紀

彰

)

州

一
周
駅
伝
」
に
出
場
。
区
間
賞

を
3
回
、
全
日
本
実
業
団
駅
伝
で

は
3
位
と
い
う
立
派
な
成
績
を
収

め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
ポ
i
ト
ラ

ン
ド
マ
ラ
ソ
ン
で
も
2
回
優
勝
さ

れ
て
い
ま
す
口

昨
年
か
ら
、
会
社
の
陸
上
部
で

指
導
者
兼
選
手
と
し
て
活
躍
。
日

月
4
日
か
ら
行
わ
れ
る
「
九
州

一

周
駅
伝
」
に
は
、
大
村
か
ら
た
だ

1
人
出
場
さ
れ
ま
す
。

「将
来
は
日
の
丸
を
胸
に
付
け

て
走
る
選
手
を
育
て
た
い
」
と
夢

を
語
ら
れ
ま
し
た
口

今
後
も
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

る
タ
イ
プ
。
今
回
の
受
賞
を
自
信

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
担
任
の

先
生
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
文
化
祭
で
は
作

品
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
担
豆
で
、
拾
っ

て
き
た
小
枝
や
落
葉
な
ど
で
教
室

を
ア
レ
ン
ジ
。
お
金
を
か
け
ず
に

工
夫
す
る
ア
イ
デ
ア
が
好
評
だ

っ

た
そ
う
で
す
。

今
年
の
文
化
祭
で
も
シ
ョ
ウ
に

向
け
て
紙
の
ド
レ
ス
を
制
作
中
で

す
口
現
在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
つ

て
の
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に

夢
中
。
「
将
来
は
デ
ザ
イ
ン
関
係

の
仕
事
を
し
た
い
」
と
話
す
田
中

さ
ん
。

今
後
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

() 

H

ヨ
ガ
。
と
聞
く
と
皆
さ
ん
は
、

イ
ン
ド
の
聖
人
の
よ
う
な
人
が
雲

の
よ
う
な
格
好
を
す
る
体
操
か
、

宗
教
の
一
つ
と
し
て

かヨ
ガ
u

を

唱
え
て
い
る
加
持
祈
祷
と
し
て
想

像
な
さ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

H

ヨ
ガ
u

に
は
、
呼
吸
法
(
複

誇
吸
)
と
い
ろ
い
ろ
な
ア
サ
ナ

法
(
体
操
ポ
l
ズ
)
と
が
あ
り
ま

す
。肺

炎
・
神
経
痛

・
生
理
痛

・
肩

こ
り

・
視
力
減
退
・
腎
炎
な
ど
な

室教ガヨ
• I ~ 
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ど
、
少
し
で
も
自
分
の
健
康
は
自

分
自
身
の
手
で
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
な
か
な
か
ア
サ
ナ
法

は
上
達
し
ま
せ
ん
が
、
高
見
先
生

の
や
さ
し
く
、
き
び
し
く
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
た
ご
指
導
の
も
と
に

皆
翠
張
っ
て
い
ま
す
。
コ
チ
コ
チ

の
身
体
の
人
も
、
意
識
を
自
分
の

悪
い
所
に
集
中
し
て
い
こ
う
と
、

そ
の
人
に
あ
っ
た
ア
サ
ナ
法
で
楽

し
く
で
き
ま
す
。

複
」
砕
吸
を
し
な
が
ら
、
自
分

の
悪
い
所
に
集
中
す
る
、
そ
う
い

う
静
か
な
時
間
を
私
た
ち
と

一
緒

に
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
口

時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
例
日

毎
月
第
2
・
第
4
火
曜

日
、
午
前
日
時
日
分
か

ら
午
後
1
時
加
分
ま
で

場

所

中
地
区
公
民
館

連
経
冗
稲
富
(
宮
@
3
7
4
8
)

微神堂創建140年
おにかん

全国に「鬼歓」と呼ばれた神道無念流剣術師範

役・斎藤歓之助の私邸道場 fi鮎超」が、今年で

満140年になります。これを記念した「微神堂創

建140年記念大会Jが10月9日、県内外のOBの人

など多数参加の中で行われ、慰霊祭 ・演武大会等

で懐かしい微神堂の感触を楽しみました。ちしんけん

「微神堂」は、五教館の奥にあった「治振軒J
と共に、大村藩 1千名を越す藩士たちが「芋の子

を洗う様なj壮絶な稽古に明け暮れていたと言わ

れます。門下からは明治時代、柴江運八郎、渡辺

昇の両剣道範士たちを生んだ事は特筆すべきです。

現在でも、少年剣士たちの修行の場として、光

輝いています。

こちら自由席

-
川

原
悠
々
が
多
く
の
門
人
た
ち
に
俳
句
を
教

え
た

「
三
時
庵
」

跡

(玖
島
3
丁
目
)

三時庵と長崎街道

裁
判
所
か
ら
国
立
病
院
へ
向
か
っ
て
内

田
川
を
渡
る
と
、
正
面
に
春
日
神
社
の
長

い
階
段
が
見
え
ま
す
。

街
道
は
、
神
社
の
階
段
下
で
直
角
に
左

に
折
れ
、
町
墓
の
中
の
道
を
通
っ
て
長
崎

へ
向
か
い
ま
す
。
階
段
下
の
と
こ
ろ
に
は
湧

き
水
が
あ
り
、
旅
人
の
喉
を
潤
し
ま
し
た
。

町
墓
に
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
、
石
の

門
柱
が
2
本
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
俳
人

川
原
悠
々
が
門
人
を
指
導
し
た

「三
時
庵
」

の
跡
で
す
。
川
原
悠
々
は
大
村
藩
士
で
、
俳

句
の
宗
匠
と
し
て
、
天
下
に
も
そ
の
名
を
知

ら
れ
た
人
物
で
す
。

多
く
の
門
人
を
育
て
ま
し
た
が
、
そ
の
中

に
は
、
明
治
護
新
で
活
躍
し
た
三
十
七
士
の

中
心
人
物
で
あ
る
渡
辺
昇
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。す
ぐ
近
く
に
は
、
楠
本
正
隆
邸
が
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
で
す
。秋
の
長
崎
街
道
の
散

策
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

-++-翁宮
f可 に長毛主

おゐ
ろ日
し門主
て!;;:'i
日土 し 段Z
Jくや梢f
r一二れに'

逢ぁ扉
は庵
ん主ゆ
て手F仁ロ畏ず

悠度は
々かこニ

な

9 -



麻
し
ん
予
防
接
種
実
施
中

該
当
す
る
幼
児

生
後
四
か
月
j
η
か
月
ま
で
の
麻
し
ん

に
か
か

っ
た
こ
と
の
な
い
幼
児
、
お
よ
び

麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

市

ω日
い

，E
Iノ

接
種
方
法

個
別
接
種
で
す
の
で
、
直
接

指
定
さ
れ
た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料
金

無
料

接
種
期
限
日
月
初
日
凶

た
だ
し
、
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
翌

年
3
月
ま
で
実
施

お
願
い

接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手

帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課

麻しん予防接種指定医療機関一覧表

医 院 名 住所 電話番号

松 井 医 院 久原2丁 目 53-6624 

寺 井 医 院 玖島1丁 目 52-3574 

松 尾 医 院 玖島1丁 目 52-4412 

。田 川|小児医院 東 本町 52 -4000 

近 藤 医 院 東本町 54-1166 

ともなが内科クリ ニック 杭出津2丁目 54-5000 

。出口小児科医院 諏訪3丁 目 52-2252 

与 那城医 院 池田新町 53-5575 

。野口内科こども医院 西大村本町 52-2339 

。須 田小児科医院 植松3丁目 54-7200 

桝本産婦人科内科医院 大川田町 55-8355 

原 医 I元1rそ・ 宮小路1丁目 55-8427 

牧 山 医 院 宮小路2丁目 55-7831 

長 自奇 医 院 寿 古 町 55-8615 

渡 辺 医 院 松原1丁目 55-8275 

ーー~~ 
-函ーーー

H
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
H

年
間
を
通
じ
て
、
生
後
3
か
月
か
ら
無

料
で
接
種
で
き
ま
す
。

個
別
接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
接
種
目
な
ど
を
指
定
医
院
に
ご

予
約
の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手

医
療
教
育
講
演
会

日
月
口
日
側
、
午
後
6
時
加
分
j

日
時

8
時

場
所
大
村
市
医
師
会
館

一ア

l
マ

「

訪
問
看
護
の
実
践
を
通
し
て

(Q)4月~翌年3月(7、8月は除 く)実施医院です。

11月 8日はイイハデー

「青・壮年期から歯の

健康を考える集L、」

=どなたでも自由に参加できます=

11 月 6 日 ( 日 )、午後 2 時~4 時

県教育文化会館

・私の体験 (80歳で自分の歯を20

本以上残した人のお話)、 ・歯科医師、歯科

衛生士からのア ドバイス、 ・討論・質疑

時日

帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関

寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、

田
川
小
児
医
院
、
近
藤
医
院
、
出
口
小
児

科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど

も
医
院
、
須
田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院
、
牧
山
医
院

思
う
こ
と
」

講
師

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
室
長
浦
山
康
子
先
生

主
催

大
村
市
医
師
会
、
大
村
看
護
高
等

専
修
学
校
同
窓
会

問
い
合
わ
せ

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校

内
事
務
局
(
宮
@
6
7
1
2岩
、
水
)

場

※歯の健康相談もあります

無料

長崎県保険医協会

(ft0958@3829) 

円全?唱

杏

参加費

問い合わせ

...c，.. 
Zコr

内

nu --

ゆとり創造シンポジウム長崎大会
日時 11月28日(月)、午後1時30分から

場 所 NCCホール (長崎文化放送内)

基調講演 「古代エジプ 卜文明に魅せられて」

一古代人のユトリ ズムー

早稲田大学助教授吉村作治氏

問い合わせ 長崎労働基準局監督課(包0958

⑬6343)、県労政福祉課(ft0958@3481)、

細長崎県労働基準協会(宮0958⑬2450)



平成 6年11月号広報おおむら

火災の発生しやすい

時期です o 人ひと

りが充分注意しましょ

っO

11月9日'"15日秋の火災予防運動

火の用心
暮らしの中心

信
安心の

。
消
防
演
習
招
集
サ
イ
レ
ン

日
月
9
日
側
、
午
前
8
時

(
日
秒
1
6
秒
休
止
!
日
秒
)

期
間
中
、
午
後
8
時
を
「
消
防

の
時
間
」
と
定
め
、

1
分
間
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

火
の
用
心

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い
。

②
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
は
な
れ
な
い
。

②
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。

を章
円==回申の金給補子エ

冷

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促

進
を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金

の
融
資
を
利
用
し
て
個
人
住
宅
を

取
得
し
た
人
に
、
利
子
補
給
金
の

支
給
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
口

次
に
該
当
す
る
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
金
を
受
け
ら
れ
る
人

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0

0
万
円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新

平成 6年度

個人住宅建設資金

11月3日(木)、午前10時30分から

(出発地点)鶴亀橋~アーケー

ド~三城小学校 (お祭広場)

今回のお祭広場は、 三瀦8ゅ:速に変
更になりました。

出演手重目

フゃラスノfンド

リズムダンス

ノfトントワラーズ

民踊-日舞道行

ミス大村パレード

時代行列

沖田踊

獅子舞

樽みこし

カーニノTル

第33田

日時

コース

築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅

の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築

を
お
こ
な
っ
た
人
。

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還

月
が
、
平
成
6
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
7
年
3
月
訂
日
ま
で
に
該
当

す
る
人
。

利
子
補
給
金
額
年
間
一
律
4
万

円

(
1
か
年
限
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

本
市
で
は
、
カ
ラ
l
コ
ピ
l
機

の
性
能
向
上
に
伴
い
コ
ピ
l
機
を

悪
用
し
た
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め

に
、
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書

・
所

得
証
明
書
・
課
税
証
明
書
な
ど
の

各
証
明
書
の
用
紙
を
日
月
1
日
か

ら
偽
造
が
困
難
な
用
紙
に
変
更
い

合

た
し
ま
す
口

こ
の
用
紙
は
薄
い
ブ
ル
l
の
地

色
で
、
コ
ピ
ー
を
す
る
と
「
複
写
」

の
文
字
が
浮
か
び
上
が
り
偽
造
防

止
に
役
立
ち
ま
す
。

を
ゆ
夫

L
ま
ず

①
佐
世
保
会
場

日
時
日
月
日
日
樹
、
午
前
日
時

j
午
後
5
時
(
佐
世
保
市
労
働
福

祉
セ
ン
タ
ー
)

②
長
崎
会
場

日
時
日
月
幻
日
回
、
午
前
日
時

j
午
後
5
時
(
県
聖
者
祉
会
館
)

相
談
事
項
・
解
雇
、
出
向
、
賃

金
不
払
い
な
ど
の
労
働
条
件
な
ど

-
雇
用
調
整
の
留
意
事
項
や
雇
用

調
整
助
成
金
の
活
用
方
法
、
-
募

集
、
採
用
、
労
働
時
間
短
縮
お
よ

び
助
成
金
な
ど
の
活
用
、
-
そ
の

ほ
か
労
働
関
係
の
相
談

対
象
者
中
小
企
業
主
お
よ
び
そ

の
従
業
員

※
無
料
(
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
)

問
い
合
わ
せ
県
労
政
福
祉
課

秋だからちょっと

夜13¥かしあと 1ベージ

秋の夜長、どうお過ごしですか。

虫の音をパックミュ ジックにゆっ

たりした気分で読書にふけるのもいい

ですね。

市立図書館では、あらゆるジャンル

の本をそろえて、市民のみなさんのお

越しをお待ちしています。

どうぞお気軽におでかけください。

※赤ちゃんから、 1人3冊、

2週間無料で借りられま

す。

※士・日曜日も午後 5時ま

で聞いています。

(月曜日-祝日・毎月 25

日がおやすみです)

※おさがしの本がない時は

リクエストできます。

問い合わせ 市立図書館

(n⑫2457) 

f:O~d供
1
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消
防
吏
員
採
用
試
験

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

(
2
市
叩
町
)
内
で
働
く
消
防
吏

員
(
消
防
士
)
採
用
試
験
で
す
。

資
格
昭
和
引
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
高
等
学
校
以
上
の
学

校
を
卒
業
(
ま
た
は
平
成
7
年
3

月
卒
業
見
込
み
)
し
た
人

申
込
期
限
日
月
1
日

ωjお
日

ω
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部
(
〒
制
諌
早
市
城
見
町

弘

l
m
g
@
0
1
1
9
)
ま
た
は

大
村
消
防
署
(
包

@
4
1
3
8
)

※
申
込
用
紙
は
大
村
消
防
署
に
あ

り
ま
す
。

'94 

「
土
木
の
日
」

イ
ベ
ン
ト

日
月
四
日
の

「土
木
の
日
」
に

ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ

し-
講
演
会

日
時
日
月
四
日

ω、
午
後
1
時

ω分
j
4
時
初
分

場
所
長
崎
東
急
ホ
テ
ル

講
師
菊
山
紀
彦
(
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
所
長
)

テ
ー
マ
「
宇
宙
と
土
木
」

講
演
題
目

「
幻
世
紀
の
土
木
と

宇
宙
開
発
」

入
場
料
無
料

※
講
演
会
の
あ
と
に
三
者
会
談
や

ク
イ
ズ
大
会
も
あ
り
ま
す
。

-
パ
ネ
ル
展

日
時
日
月
四
日
出
・
初
日
間
、

午
前
日
時
j
午
後
5
時

場
所
長
崎
市
浜
町
ア
ー
ケ
ー
ド

内
容
土
木
に
関
係
し
た
パ
ネ
ル

お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
展
示
、
女
神
大

橋
・
雲
仙
普
賢
岳
導
流
提
な
ど
の

模
型
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
各
種
映

像
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
、
占
い
コ
ー

ナ
ー
、
金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
な
ど
。

問
い
合
わ
せ

土
木
課

児
童
読
書
感
想

発
表
大
会

市
内
の
各
小
学
校
よ
り
推
せ
ん

さ
れ
た
児
童
お
人
が
発
表
し
ま
す
。

日

時

日

月
3
日
側
、
午
前
9
時

会
場
中
地
区
公
民
館

※
な
お
、
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、

車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
市
立
図
書
館
(
宮

@
2
4
5
7
)
 

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

「
お
は
な
し
の
つ
ど
い
」

入
場
は
無
料
で
す
。
ご
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
日
月
お
日
目
、
午
後
1
時

初
分
j
2
時
初
分

場
所
中
地
区
公
民
館

内
容
影
絵
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

市
立
病
院
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す

お
間
違
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

入
院
患
者
の
避
難
・
誘
導
を
目

的
と
し
た
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま

す。
火
災
報
知
器
の
ベ
ル
や
非
常
放

送
が
あ
り
ま
す
が
、
訓
練
の
た
め

の
も
の
で
す
の
で
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
日
月
げ
日
側
、
午
後
2
時
j

ン
グ
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手

あ
そ
び
な
ど

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮

@
1
3
7
6
)

第

1
回

大
村
菊
花
展

大
村
菊
花
会
が
結
成
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
菊
花
展
が
聞
か
れ
ま
す
。

期
間
日
月
初
日
間
j

日
月
5
日
出

場
所
本
町
広
場

問
い
合
わ
せ
相
川
(
宮

@
9
5

4
6
)
 

「
緑
一
色
・
花
一
色
」

園

祭
局

日
時
・
日
月
お
日
目
、
午
前
日

時
j
午
後
4
時

-

U
日
間
、
午

前
9
時
日
分
j
午
後
2
時

場
所
大
村
園
芸
高
校

内
容
学
科
展
お
よ
び
農
産
物
の

展
示
、
学
校
生
産
物
お
よ
び
実
習

作
品
の
即
売
、
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
大
村
園
芸
高
校

(
宮

@
3
1
2
1
)

日
月
日

H
l
M
月
刊
日
は

長
崎
県
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す

「
差
別
を
し
な
い
、
豊
か
な
心

で
住
み
よ
い
社
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
次
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す

0

・
同
和
問
題
講
演
会

日

時

日

月
M
日
側
、
午
後
1
時

初
分
j
3
時
初
分

会
場
長
崎
県
町
村
会
館

講
師
大
谷
清
人
氏
(
元
福
岡
県

嘉
穂
町
助
役
)

.
同
和
問
題
啓
発
映
画
の
テ
レ
ビ

放
映

題
名

「
ビ
ッ
グ
タ
ウ
ン
ふ
た
り

の
朝
」

日

時

ロ

月
4
日
間
、
午
後
4
時

j
4土
寸
0
0
χ
ワ

d

口
μ
に

u
i
ノ

放
映
局

K
T
N

ネ見耳恵覚ライブラリー

親子映画会
(入場無料)

(アニメ 10分)

(アニメ40分)

-ガチカチ山

・わすれるもんか l

高
等
部
の
作
品
展
や
劇
、
手
話

教
室
、
焼
物
・
木
材
工
芸
品
の
即

売
な
ど
楽
し
い
催
し
も
の
が
い
つ

ま
い
。大

勢
の
来
校
を
お
待
ち
し
ま
す
。

期
日
日
月
四
日
出
j

m
日
間

時

間

午

前
9
時
j
午
後
4
時

場
所
長
崎
県
立
ろ
う
学
校

内
容
作
品
展
、
売
庖
、
バ
ザ
ー

茶
会
、
劇
、
映
画
、
不
用
品
バ
ザ
ー

な
ど
。こ

の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
催

し
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
口

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
立
ろ
う
学

校
(
宮
@
2
4
4
4
)

「
出
会
い
」

県
立
ろ
う
学
校

文
化
祭

11月12日I""JJLr:-:'J¥. c:I~ 1 
出 |中地区公民館110:00"-'11:00 

(アニメ 11分)

(アニメ 10分)

(アニメ 20分)

-愛犬カヤ

・文福茶釜

-夢ものがたり

円
ノ

μ

唱

E
i

視聴覚ライブラリー

(市コミセン内包~3161) 

問い合わせ
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

行
政
書
士
無
料
相
談
会

日

時

日

月
四
日
倒
、
午
前
日
時

j
午
後
4
時

場
所

市
役
所
大
会
議
室

相
談
内
容

①
農
地
関
係
、
②
建

訊一葉

・
風
俗
芸
、
@
車
庫
証
明
・

車
の
登
録
、
④
会
社
設
立
・
増
資
、

⑤
相
続

・
帰
化
、
⑥
里
道
水
路
払

い
下
げ
、
⑦
金
銭

・
不
動
産
の
貸

借
な
ど

問
い
合
わ
せ

行
政
書
士
会
大
村

支
部
(
宮
@
2
5
1
5
)

市
内
小
学
校

図
工
作
品
展

多
く
の
市
民
の
方
々
に
、
作
品

鑑
賞
を
通
し
て
図
工
教
育
の
内
容

勤青木ーム教養講座

受講生 1望8
素晴らしい

出会いの中で

あなたの

生涯学習を /i
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願

っ

て
い
ま
す
。

期
間

口
月
山
日
出
1
れ
日
∞

時
間

午
前
9
時
j
午
後
5
時

(
た
だ
し
、
幻
日
は
正
午
ま
で
)

会
場

中
地
区
公
民
館

展
示
作
品

市
内
各
小
学
校
児
童

の
作
品

主
催

教
育
委
員
会
、
小
学
校
教

育
研
究
会
図
工
部

創向

文立陽70ーι

化周園
講年 ・
演芸思
4当~ /Q:，'、 巳竺
Z玄 局

等
学
校

内海好江師匠

問
い
合
わ
せ

日
時

日
月
日
日
樹
、
午
後
6
時

場
所

長
崎
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ホ
テ
ル

演
題

「
泣
い
て
笑
っ
て
女
の
人

生」講
師

内
海
好
江
師
匠

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

向
陽
幼
稚
園
(
宮

@
6
2
6
2
)
 

な
お
、
日
月
初
日
闘
に
は
、
同

高
校
の
文
化
祭
を
市
民
会
館
で
開

催
し
ま
す
。

玖
島
中
学
校
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

場時期
所間日

日
月
お
日
嗣

午
後
1
時
初
分
間
演

市
民
会
館

( ) 

内
容

ポ
ッ
プ
ス
か
ら
ク
ラ
シ
ッ

ク
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

曲
目
で
す
。

コ
ー
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

玖
島
中
学
校
(
宮

@
3
4
0
1
・
田
中
)

お
米
の
集
荷
は

全
量
農
協
ヘ

農
家
の
皆
さ
ん
が
生
産
し
た
お

米
は
、
食
糧
管
理
法
に
よ
り
指
定

を
受
け
た
農
協
な
ど
の
集
荷
業
者

が
取
り
扱
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
口お

米
は
全
量
、
農
協
へ
出
荷
・

販
売
い
た
し
ま
し
ょ
う
口

問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課

福
祉
セ
ン
タ
ー

3
階
)

曜 講 座 名 内 月廿H・

キヰ 理 家庭料理

月 卓 球 初心者

華 道 専正 池坊

友〆'、二 道 裏 千 家
火

華 道 池 坊

メーノ+品e、 道 表千家

水 華 道 安達流

ペン習字

メ一ノlt、・ 道 宗偏流

華 道 新 池 坊

パッチワーク
木

ノてドミントン 市民体育館

卓 球 初心者

着物着付

ヨ丹乙、h アートフラワー 布の花

講座案内平成 6年度

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(
宮

@
1
3
5
3

「
大
村
文
芸
」

作

。
川
柳
の
部

H
m句
(
題
名
を
付

け
る
)

投
句
先
指
方
重
幸
(
須
田
ノ
木

町
8
5
3
j
5
)

。
短
歌
の
部

H
m首
(
題
名
を
付

け
る
)

投
稿
先
嶋
崎
重
八
(
東
本
町
3

4
2
j
2
)
 

。
俳
句
の
部

H
m句
(
題
名
を
付

け
る
)

投
句
先
川
崎
紀
穂
(
玖
島
2
丁

目
9
3
j
4
)

。
詩
・
随
筆
な
ど

送
付
先

佐
藤
芳
渓
(
武
部
町
8

会
費

2
、
0
0
0
円

(
1
人
2

冊
配
付
し
ま
す
)

※
「
大
村
文
芸
」
に
掲
載
す
る
作

品
を
各
1
句
(
首
)
同
時
に
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

ロ
月
お
日
田

種男IJ 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

久原第二 3 3DK 21 ，1 00~23)700 
1種

竹 松 2 3DK 12.000~ 17.000 

石!-Ll 舟 1 2K 3， 300 

池田アパート 1 2K 9， 200 
2種

原口アパート 1 3DK 20， 500 

松並第一 1 3DK 24， 000 

市営住宅入居者

※岩舟住宅と池田アパー トは単身向きです。

申込期限 11月10日(木)
抽選日 11月21日(月)

入居日 12月 1日(木)
申し込み・問い合わせ

午前10時30分~

建築課住宅係

-13-



-14-

申
込
期
間

口
月
1
日
ω
j
7年

1
月
4
日
制

試
験
日

7
年
1
月
6
日
倒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮

@
6
2
1
7
)
 

接
技
術
、
服
飾
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ン

テ
リ
ア
、
設
備
、

塗
装
デ
ザ
イ
ン

資
格

高
等
学
校
来
春
卒
業
予
定

者
ま
た
は
卒
業
者

応
募
期
間
口
月
刊
日
同
j
ロ
月

9
日
倒

問
い
合
わ
せ

長
崎
高
等
技
術
専

門
校
(
西
彼
杵
郡
長
与
町
高
田
郷

2
0
1
8
2
0
9
5
8
@
8
1
5
 

「
子
と
も
版
画
カ
レ

ン
ダ
ー
教
室
」
参
加
者

派
遣
部
門

農
林
水
産

・
加
工

・

保
守
操
作

・
土
木
建
築

・
保
健
衛

生

・
教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
7

部
門
、
約
1
6
0職
種

募
集
説
明
会

・
日
月
9
日
側
、
午
後
6
時
初
分

佐
世
保
市
中
部
地
区
公
民
館

・
1
月
日
日
側
、
午
後
6
時
叩
分

市
コ
ミ
セ
ン

・
1
月
同
日
倒
、
午
後
6
時
初
分

長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

県
国
際
交
流
課

(8
0
9
5
8
@
1
1
1
1
)
 

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所

・
氏
名
・
学
校
・
学
年
・
電
話

番
号
・
教
室
名
を
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
中
地
区
公
民
館
(
松
並

1
丁
目
出
j
5
8
@
1
3
7
6
)

。
中
堅
社
員

能
力
パ
ワ
l
ア
ッ
プ
講
座

概
要

職
務
遂
行
能
力
(
企
画
力
、

管
理
力
、
表
現
力
、
説
得
力
)
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
す

D

日

程

日

月
日
日
ω
j
m
日
側
、

1
泊
2
日

場
所

い
こ
い
の
村
長
崎

定
員

初
人

受
講
料

1
4
、0
0
0
円

宿
泊
費

1
2
、0
0
0
円

申
込
締
め
切
り
口
月
1
日

ω

問
い
合
わ
せ

側
ナ
ガ
サ
キ
・
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
財
団
開
発
研
修
課

(
池
田
2
丁
目

1
3
0
3
j
8
8

@
1
1
3
8
)
 

一
一

時

季
節
の
行
事
を
テ
l
マ
に
、
版

画
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
り
ま
す
。

期

間

口

月

却
日
j

ロ
月
口
日
、

毎
週
土
曜
日
(
午
後
2
時
j
4
時
)

ま
た
は
日
曜
日
(
午
前
日
時
j
正

午
)

対
象
・
定
員
小
学
3
年
生
以
上

μ
人

講
師
成
瀬
勝
先
生

教
材
費

l
、0
0
0
円

申
込
期
限

日
月
7
日
間

青
年
海
外
協
力
隊

秋
の
募
集
説
明
会

長
崎
高
等
技
術

専
門
校
生
徒

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
国
際
協

力
事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
政
府

事
業
で
す
。
開
発
途
上
国
の
人
々

の
新
し
い
国
造
り
の
た
め
に
あ
な

た
の
可
能
性
を
試
し
て
み
ま
せ
ん

カ応
募
資
格

満
初
歳
か
ら
ぬ
歳
ま

で
の
日
本
人
男
女

派
遣
地
域

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・

中
近
東
・
中
南
米
・
南
太
平
洋
地

域
・
東
欧
な
ど

科
目

自
動
車
整
備
、

N
C技
術

電
気
技
術
、
建
築
設
計
施
工
、
溶

ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

財
団

研
修
講
座
受
講
生

ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
財

団
で
は
、
中
小
企
業
の
活
性
化
を

目
指
し
、
研
修
講
座
を
開
講
し
て

い
ま
す
。

自
衛
官
(
自
衛
隊
生
徒
〉

。

資

格

中

卒
(
見
込
み
)
で
口
歳

未
満
の
男
子

1
8
@
7
6
8
6
)
 

※
参
茄
料
を
必
ず
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

(
注
意
)
参
加
料
は
不
出
場
の
場

合
で
も
返
却
し
ま
せ
ん
。

制
秋
季
市
民
テ
ニ
ス

大
会

(ダ
ブ
ル
ス
)

12月 24 日 (卦~ 1 月 1 日 (日 ) (9日間)

小学 4年生~中学 3年生 (男女70

人)

沖縄在住のアメ リカ人家庭でホー

ムステイ

(事前研修費など含む)

-小学生…7万9、000円

.中学生… 8万 9、000円

(出発地が福岡の場合)

申込期限 11月24日(柑

申し込み・問い合わせ (①②とも)尉)国際

青少年研修協会(干160東京都新宿区四谷2-
11大村ピル 3階ft03-3359-8421)

12月 25 日 (日 )~ 1月 5日(木:)(12日間)

小学 5年生~高校 2年生(男女20

人)

・野外活動体験(キャンプなど)

・文化体験 ・エア ーズロック登

山など

参加費 28万 5、000円

申込期限 11月21日(月)

①すーストヲリア
韓外瀧論錨議

開
催
日
・

日
月
初
日
田
・
:
男
女

B

・
お
日
制
・
:
男
女
A

※
雨
天
時
は
幻
日
間

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
ボ
ー

ト
場
横
)

参
加
資
格

市
内
在
住
者
お
よ
び

市
内
勤
務
者

参
加
料

1
組
2
、
5
0
0
円

(
協
会
員
外

3
、
0
0
0
円
)

申
込
期
限
日
月
8
日

ω

申

込

先

市
テ
ニ
ス
協
会
・
広
瀧

(
宛
)
(
杭
出
津
2
丁
目
6
9
6
j

②アメリ羽ンヲイマ
3ぬ泊姻

平成6年

冬期海外派遣事業

第

M
回

少
年
剣
道
大
会

期
日

ロ
月
日
日
出

場
所

市
民
体
育
館

種
目

団
体
戦
・個
人
戦
・
紅
白
戦

申
込
期
限

日
月
お
日
幽

※
申
込
用
紙
は
、
各
道
場
へ
送
付

し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

間

象

間

象

容

'*"' 谷

参加費

期

対

期

対

内

内



手に汗にぎる熱戦を繰り広げた

( 

第30固

(
敬
称
略
)

福
重
小
学
校
へ

V
皆
同
地
区
老
人
会
婦
人
部
H
ぞ

う
き
ん

清
和
国
へ

V
大
村
市
獅
子
舞
保
存
会
リ
慰
問

V
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
タ
カ
ハ
ラ
リ

生
花

V
明
治
乳
業
側
H
牛
乳
ほ
か

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
松
尾
謙
)
理
容
奉
仕

大
村
市
視
覚
障
害
者
協
会
へ

V
大
村
市
銀
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
史
子

3
万
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

ご
奇
付
!

，

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平成 6年11月号広報おおむら

ご
好
意

@
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
加
藤
正
俊
(
杭
出
津
1
丁
目
)

初
万
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盤議翠識

1(火日) 乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ③9:30~11:00 16B 妊婦教室(3) 中地区公民館 13:00~ 16:00 
付。 ⑮母子健康手帳

2制日
妊婦教室(1) 中地区公民館 1 3:00~ 16:00 

⑮母子健康手帳 3歳児健康診査 大村保健所

当番医
⑤9: 15~9:45 、 13 : 00~13:30 

3日 17日 ⑪平成3年5月生まれ( 2年 11 月 ~3年3月生ま
(内)近藤医院 東本町 宮@1166

れで、まだ受けていない人も受診してくだ(木・祝) (産)大村中央産婦人科水主町2丁目 ft@3850 (柄 さい)
明日の親のための学級(6) @母子健康手帳、問診票

4日 市コミセン 13:00 ~ 16:00 定期巡回献血 市役所 9 : 30~12:00 

(金) 成人の健康相談 福祉センタ ー 13 : 00~15:00 
1歳 6力、月児健康診査 (お母さんの歯科健診⑪40歳以上⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
も行います) 市コミセン ②12:45~ 13:10 

6日 当番医
18日 @平成5年4月 生まれ ( 4年11 月 ~5年3月生まれで、

(内)川本内科医院 久原 1丁目 合@5675 まだ受けていない人も受診してください)
(日) (整)牟田整形外科医院古田J2丁目 色@4501 (劃 @母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ (親子とも)

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ 成人の健康相談 福祉センター 13:00~ 15:00 

市コミセン @⑪…4日(却と同じ

9 :30~ 11 :00 ②9 :OO~ 9 :30 19日 耳とことばの相談 福祉センター 13 ・ OO~15・00
⑮母子健康手帳、ズボン は)

7日 一般健康相談市役所 13:00~ 16:00 20日 当番医
⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか (内) 南野クリニック 乾馬場町 宮@2233

(月) ことぼの教室 市コミセン 13 : 30~ 16:00 (日) (皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院 東本町 宮@4330
(初めての人は、健康増進課まで電話で申

23日
当番医

し込んでください) (内・小)中村医院 東本町 宮@2733
⑮母子健康手帳、 ⑪ことばの発達などが (水・祝)

(整)松永整形外科医院西大村本町 宮@5864
気になる幼児 告白@4300

24(柄日 機能訓練根気の会 福祉センタ ー 13:30~15:30 
乳幼児健康相談 市コミセン ⑪P.Tによる訓練、言語相談

88 ②9 : 30~ 11 :00 、 13:30~15:00 
27日 当番医

⑪離乳食教室 1 0:30~ 15:00 
(内-外) 渡辺医院松原 1丁目 ft@8275 (拘 明日の親のための学級(7) (日) (外)山下外科医院 西三城町 包@7122

市コミセン 18:30~20:00 

9日 妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00~ 16:00 28日 乳幼児健康相談 三浦出張所②9 : 30~11:00 
ことぼの教室 市 コミセン 1 3:30~ 16:00 句。 ⑮母子健康手帳、ズボン (月) ⑮⑪… 7日(月)と同じ

機能訓練根気の会 市コミセン 10:00~13:00 
10(桐日 1歳 6力、月児健康診査 (お母さんの歯科健診⑪調理実習

30日 も行います)市コミセン ⑤12 :45~ 13:10 

1(1金日) 
明日の親のための学級(8) ⑪⑮…18日(封と同じ

市コミセン 9 :30~ 13:00 制 妊婦教室(4) 中地区公民館 1 3:00~ 16:00 

13日 当番医 ⑮母子健康手帳

(日)
(内・呼)おおつか内科医院西三城町 宮@8080

略号の説明 @…対象 ⑤…受け付け ⑪…内容(整) 貞松病院 東本町 ft@1161 
⑮…持ってくるもの

15(火日) 乳幼児健康相談 鈴田出張所 ⑤9:30~11:00 当番医の診療時間 9 : 00~ 18:00 
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「でE;;;炎コ-rzz広報課)ですべて無料で行っています o { 

V お気軽にご相談ください 。 ~
11 
目 人 権相談 (4 日・金 10 : 00~15:00)
め 行 政相談 (10日・木 9: 30~ 12 : 00) 
定 法律相談 (16 日・水 10:00~ 15:00)
f列 (申し込みが10人になり次第締め切ります)
相 川刊 ・ ハ 1¥ ¥ /J m'llL 一

談 交通事故相談 (22日 ・火 10:ω~ ~~ : ~~! ~ ; (.1封印人
円 年金相談 (24 日 ・ 木 10:00~15: 00) υwt水:i1\
V 不動産相談 (25日 ・金 13:00~ 16: 00) 0 ~~ 
l ※受け付けは午前 8時30分から行ってい ます。 y.~I..-'Ij冒も

)は前月比

-16-

11月の大村ボー ト (2 日 ~7 日・ 日本船舶振興会会長杯、 11 日 ~ 1 6 日 、

20 日 ~25 日・新鋭リー グ第22戦)
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